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                記録を取らせていただきますのでご記入下さい． 

 

今日のテーマは、「手」について「多様な視点」から考えることです。具体的には、次の三

つの活動をします。 
（１） 「多様な視点」の一つを分担して、分担部分のエキスパートになる活動 
（２） 調べたことを交換し｢手｣について議論する活動 
（３） 議論の結果を全体で持ち寄って、討論する活動 

（１）をエキスパート活動、（２）をジグソー活動、（３）をクロス・トークと呼びます。 
 
最初に、ウォーム・アップ 
 
１．「手」と聞いて、何を連想しますか？思いつくことを書いてください。単語でも、文章

でも結構です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．「手」について考えるとき、どんな「視点」を思いつきますか。あなたの考えに近いも

のをえらんでください。 
 

(   )  「手」は骨や筋肉がどのように組み合わさって出来ているか 
(   )  「手」の形がどう進化してきたか 
(   )  「手」の機能がどう発達するか 
(   )  「手」は文化の中でどう扱われてきたか 
(   )  それ以外 (具体的に書いて下さい)  
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アクティビティ 
・ 親指を使わずに、鉛筆で「手」を描いてみましょう。 
・ 親指以外にも制限をかけて試してみましょう。 
・ いろんな形の「手」を描いてみましょう。 
・ 描いた「手」に、骨や腱を描き加えてみましょう。 

 

書く場所 




